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＜連絡事項＞
・特記なし。
＜患者様連絡事項＞
・是川　トク様～有料老人ホーム「千寿の里」で受け入れ可能。退院日の希望は6月29日（月）9:00、いとこが来院。

ケアマネがフェースシートを事前に施設へ提出しており、入所に

必要な書類はサマリーのみ。当院の通院を希望であり、退院日時調整中6/24にご家族様から連絡来る事となっている為、初外来日決まり次第退院時処方指示受け行って下さい。※通院の際も、いとこ若しくはケアマネが付き添いの予定

退院後のサービスは、以前利用していたデイサービス、ヘルパーを利用予定。訪問看護利用（1～2週/1回）行っていくよう主治医から指示ある為調整行っている。
＜船場Dr診察＞

中市　正治様～排便少量のみの状態がしばらく継続し見られており、右下腹部一部膨隆見られている為報告行っている。診察時腹部痛・圧痛見られているが、苦痛様表情等はなし。

排ガスはあると本人様から話ある。長期感の下剤使用によっておこる便秘　と考えられる為現在服薬中の大建中湯・ミヤBMに追加で麻子仁丸を毎食前に1ｐ内服。レシカルボン坐薬を朝夕食後の一日2回挿肛使用し、排便多量・下痢便時に中止するよう指示あり、3日分の処方となっている。
・佐々木　日出夫様～今朝実施した心電図は異常所見は特にないとの事。昨日から糖尿病薬と降圧剤中止になっているが、状態安定している為1週間アムロジピン、バルサルタン、メトグルコ、ジャヌビアは内服せず経過観察する様にとの事。
＜深澤Dr指示受け＞
・佐々木　日出夫様～船場Drから診察受けた内容と検査結果報告行い、経過観察指示あり。
不眠については、今夕不眠時継続指示薬使用し経過観察行い明日診察　時に再度指示受け行うようにとの事。
・池野　功一様～妄想活発・拒薬等みられている為精神状態悪化している為リスペリドン内用液0.5ｍＬ　1日3 P　毎食後　8日分処方となっている。
＜田中Dr診察＞
・田代　春枝様～田中Dr診察血糖コントロールの為に診察して頂いている。

診察にて本日夕食前・22時血糖測定実施指示、

本日のみスライディングスケールB１に従ってインスリン追加注を行うよう指示あり。明日朝からから4Uに変更行う事としている。
＜要注目患者様＞
・佐々木　日出夫様～血圧154/70mmhg、とやや高値だが意識レベルの低下無し。両下肢の脱力感訴えあり。歩行時やや小刻み歩行だがふらつき、不安定さは見られず。
・池野　功一様～男性スタッフ介助にて全量摂取。食事中も突然笑いだす事あるが拒否や妄想発言はない
・佐々木　由一様～バイタルサイン異常なし。食事は2/3～1/2摂取している。
・舘合　寛　様～バイタルサイン異常なし。断続的に唸り声聞かれている。食事は、全量摂取する。
・松原　輝子様～不調の訴えなし。不機嫌さや拒薬もない。
・橋本　喜久子様～ 動作緩慢あるも、歩行は出来ている。右股関節の疼痛訴え、湿布貼布し対応している。
・是川　トク様～入浴後より腹痛・嘔気を訴えあり。血圧低値、他バイタルサイン異常なし。排便は確認している。
・田中　稔美様～トイレットペーパー頻回に要求あり。自身の懐に便汚染したゴミをため込む等逸脱行為見られている。スタッフ介入にて掴みかかる、叩く等の粗暴行為見られている
・大渡　勝男様～徘徊ないが、尿失禁あり介入要してる。
・大澤　廣子様～朝食嚥下不良なく全量自力摂取。内服も拒否等無くスムーズ。
　　　　　　　　歩行不安定さ目立っている為、一般から特浴に変更となる。
・服部　智子様～帰宅要求聞かれず、ホール内ベンチに座りボーッとしている。
・谷地　ツヨノ様～帰宅要求、金銭、私物に関する訴え頻回。都度説明、対応するが理解乏しく、表情険しくし「嘘つかれると困る」等被害妄想様言動有り。落ち着かず徘徊、来詰を繰り返している。
・和田　正義様～車いす移乗時の立ち上がり行為あるが、ベルト外し無く過ごされている。
・馬渡　隆様～独語、対面時の易怒性無くホールで過ごされている。ベッドから車椅子に自力で移乗している事あり介入している。

・上田　恭子様～腰痛を理由にし朝食1/3程度摂取。スタッフが見ている際には「痛い痛い」と訴えながら立ち上がろうとするが、それ以外の時は疼痛訴え無く過ごされている。歩行不安定さ目立っている為、一般浴から特浴に変更となる。
＜皮膚科診察＞
・佐々木　由一様～仙骨部、発赤(手拳大)5×4cmの表皮剥離黄色の壊死組織(褥瘡)
ゲーベンクリーム+フィルム貼布の指示。
・三浦　光子様～①頭部に落屑・かゆみ→脂漏性皮膚炎　デルモゾールローション

②乳房下から上腹部→摩擦性湿疹　エキザルベ軟膏塗布。
・田代　春枝様～両趾爪　混濁・肥厚・変形著明。
テルビナフィン外用液塗布。
＜事故の振り返り＞
・熊野　一巳、服部　英喜様の振り返り行っています。
＜褥瘡の評価＞
・馬渡　隆様～仙骨部は治癒となっている。左臀部は引き続き観察する。
・甲地　茂子様～治癒となる。
・舘合　寛様～治癒となる。
・佐々木　由一様～右踵は治癒、他継続。
